
目次

表紙デザイン：山下雅子

L A T I N  A M E R I C A
R E P O R T  2 0 1 0

Vol.27 No2 ◇インフォメーション｜Information

［最近のアジア経済研究所の出版物］

星野妙子著『メキシコのビジネスグループの進化と適応』
（研究叢書587）2010年

坂口安紀編『途上国石油産業の政治経済分析』
岩波書店（アジア経済研究所叢書6）2010年
（ベネズエラとエクアドルに関する論稿所収）

清水達也編『食料危機と途上国におけるトウモロコ
シの需要と供給』調査研究報告書
アジア経済研究所　2010年
（メキシコ，ブラジル，アルゼンチンに関する論稿所収，ダウンロード可）

山岡加奈子編『ラウル政権下のキューバ』
調査研究報告書
アジア経済研究所　2010年（ダウンロード可）

Usami Koichi ed., Non-Standard Employment 
under Globalization: Flexible Work and Social 
Security in the Newly Industrializing Countries, 
Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2010.

宇佐見耕一「健闘するスペイン語」
（『アジ研ワールドトレンド』2010年7月号）

近田亮平「階層社会ブラジルでのフィールド･ワーク」
（『アジ研ワールドトレンド』2010年5月号）

北野浩一「チリの巨大地震発生と社会の亀裂」
（『アジ研ワールドトレンド』2010年5月号）

清水達也・重冨真一編「特集：途上国の穀物輸出
─その現状と展望」
（『アジ研ワールドトレンド』2010年4月号）
（アルゼンチンとブラジルに関する論稿所収）

野村友和「ブラジルにおける男女間賃金格差に
関する研究─職業内格差と職業機会格差─」
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─韓国，タイ，メキシコの比較歴史分析─」
（『アジア経済』2010年5月 第51巻第5号）

出版物の入手については，アジア経済研究所のホームページ（http://
www.ide.go.jp/Japanese/Publish/）をご覧下さい。一部の出版物
はダウンロードできます。

 ［編集後記｜The chief editor’s notes］

○ 2010 年 10 月 13 日は，チリ北部の銅鉱山に閉じ込められた
33 人が 69 日ぶりに無事救出されたニュースに世界中がわき
ました。同年 3月に成立した右派政権のピニエラ大統領も，
鉱山労働者の救出現場に駆けつけ，大統領支持率も上昇に
転じたと報道されています。（ピニエラ政権に関しては本誌
vol.27 no.1 参照）

○ 2010 年 10 月 31 日には，ブラジルで大統領選挙決選投票があ
り，現与党PT（労働者党）のジルマ・ロウセフ前官房長官が，
中道左派で最有力野党のPSDB（ブラジル社会民主党）ジョゼ・
セーハ（José Serra）前サンパウロ州知事を抑えて大統領に
当選しました。これで，ブラジルでは 2期続いたルーラ政権
の後も労働者党が政権を担うこととなりました。ブラジルは，
隣国アルゼンチと同様に女性大統領の左派政権を抱くことに
なりました。（ブラジルの大統領選挙の経緯については本号
の近田論稿を参照。またラテンアメリカにおける女性の政界
進出については本号の菊池論稿を参照）。

○ 2010 年は，メキシコ独立 200 周年，革命 100 周年です。本
号の「フォーラム」では国本伊代先生がメキシコにおける貧
困の持続を現地から描いてくださっています。なお，貧困の
数値について関心のある読者は，国家社会開発政策評価委員
会のサイト（http://medusa.coneval.gob.mx/cmsconeval/rw/
pages/medicion/index.es.do）等を参照ください。

○ 本号では，石井章氏が日本におけるラテンアメリカ研究の問
題点に関するエッセイを執筆されました。本誌では，日本に
おけるラテンアメリカ研究の質的向上を目指す見地から，今
後も随時こうした問題を扱ってゆきたいと考えています。

○ 2010 年 8 月よりブラジル・サンパウロ大学のアンドレア・ロ
ペス教授がアジア経済研究所の客員研究員として当研究所に
滞在しています。同教授の専門は社会老年学であり，日本に
おいては高齢者の社会参加に関する調査を行っています。同
教授の滞在期間は 2011 年 1 月までです。

○ 2010 年 10 月 27 日に前アルゼンチン大統領キルチネル氏が逝
去されました。告別式にはルーラ大統領やチャベス大統領ら
南米大陸の首脳が出席し，同氏の政治的影響力の大きさがう
かがい知れました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

○ 本研究所の星野妙子上席主任研究員が本年 8月末よりメキシ
コに海外調査員として赴任しました。メキシコでの所属はメ
キシコ大学院大学であり，研究課題は「輸出産業における地
場産業の参入・成長の条件」です。滞在期間は 2012 年 8 月
までです。 （宇佐見耕一）
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